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スピーカーのご紹介

新⽥ 唯史 美保テクノス(株)
新⽥唯史は⼀級建築⼠で2004年から美保テクノスで建築設計を担当しています。

美保テクノスは⿃取県⽶⼦市にある社員数200名の⼩規模なゼネコンです。
⼊社と同時に設計部に配属され設計者としてRevitを使った建築設計に取り組み

BIMの社内普及を推進してきました。

2007年より設⽴されたRevit User Group Japanの設⽴メンバーで理事を担当
し⽇本のBIM創成期で国内のBIM普及に取り組みAUJ2008、RTC2010、
AUJ2012などには講師として参加しRevitを活⽤した設計事例を発表しました。

現在は社内においてBIM推進の責任者として全⼯程でのBIM化とBIMを活⽤した
建築⽣産性の向上、働き⽅改⾰法案への対応を実践し美保テクノス独⾃のRevit規
格策定に取り組んでいます。



スピーカーのご紹介

髙取 昭浩 髙取建築情報化コンサルティング(株)
1965年⽣まれ。岡⼭県出⾝。⼤阪⼤学⼯学部建築学科卒。⼤阪⼤学⼯学研究科建築⼯学専攻卒。

1989年 ⼤成建設設計本部⼊社

2005年頃より、Revitの開発・運⽤を担当。BIMソリューション室⻑。AU、AUJでの講演多数。

2019年 応⽤技術株式会社とともにRevitのアドオンソフトBooT.oneを開発、販売開始。

2019年 髙取建築情報化コンサルディング株式会社設⽴。代表取締役。

Revitを正しく使い、正確なモデルとプロパティを持ったデータベースを作り上げることで、データ
の価値は⾶躍的に向上します。図⾯を可能な限り⾼速に作成し、Revitを⼿にする⼈の負荷を可能な限
り下げていく。

結果として、より多くの⼈がRevitデータに新たな価値を⾒出していただければ幸いです。

「つくれるBIM」「伝えるBIM」を⽬指して、建築情報の変⾰を追求したいと考えております。



⽶⼦発
「Revit」+アドオン「BooT.one」を使⽤した

BIM建築設計の効率化

・BIM規格策定までのながれ

・組織づくり

・BIM戦略プロジェクト

・BIM規格策定の進め⽅

・BIM規格策定のポイント

・BIM戦略戦略部





BIM規格策定までのながれ



BIM規格策定までのフロー



BIM規格策定までのフロー



BIM規格策定までのフロー



組織作り









BIM戦略プロジェクト

























BIM戦略部



















BIM規格策定の進め⽅







＜質疑・要望の集約＞



＜質疑・要望の集約＞

BIM規格コンサルティングの様⼦



BIM規格策定のポイント





＜Torello-即記録から確実な対応・⽔平展開＞



＜効果の検証＞
□設計業務
・モデリング時間は30％増
・作図時間は30％減
・PM作業時間は70%減

200601BIMl規格
設計作業効率

モデリングフェーズ BIM規格（SC塩冶有原町） 従来形 作業効率

担当者 新田 荒井 合計 坂本 北野 絹田 平均 (%)
基本設計モデル 30 30 120 144 -
詳細壁置き換え 12 22 34
詳細建具置き換え 16 16
構造モデル 24 24
階段モデル 4 4
天井モデル 4 5 9
床モデル 1 1
家具モデル 10 8 18
ディテールデザイン 24 24
手すりモデル 2 2
ファミリ設置 8 8
マテリアル作成 5 5
合計 80 95 175
人（/8h) 10 11.9 21.9 15 18 - 16.5 132.7%
作図フェーズ

担当
BIM規格（SC塩冶有原町） 従来形 作業効率

図面名称 新田 荒井 寺本 山田 合計 坂本 北野 絹田 平均 (%)
表紙 荒井 0 0 0 0 0 0 -
図面リスト 荒井 1.5 1.5 2 0.5- 1.3 115.4%
特記仕様書 荒井 2 2 2- - 2 100.0%
材料表 荒井 3 3- - - - -
外部仕上げ表 荒井 4 4 2 3 2 2.3 173.9%
内部仕上げ表 荒井 10 10 12 3 5 6.7 149.3%
耐火リスト 荒井 1.5 1.5 0 0 0 0 -
各階防火区画図 新田 2 2 3 2 2 2.3 87.0%
敷地図・敷地求積図 荒井 3 3 2 1 2 1.7 176.5%
平均地盤面算定図 荒井 2 2- 1- 1 200.0%
建築求積図 荒井 1.5 1.5 3 1 4 2.7 55.6%
各室求積図 荒井 4 4 10 10 10 10 40.0%
配置図 荒井 4 4 3 4 8 5 80.0%
各階平面図 荒井 15 15 1.5 12 9 7.5 200.0%
屋根伏図 荒井 3 3 0.5 12 3 5.2 57.7%
立面図 荒井 3 3 4 16 8 9.3 32.3%
断面図 荒井 3 3 4 3 3 3.3 90.9%
矩計図 荒井 12 12 24 24 30 26 46.2%
階段詳細図 屋内 荒井 2.5 2.5 4 4 4 4 62.5%
階段詳細図 屋外 荒井 2.5 2.5 4 4 4 4 62.5%
各階平面詳細図 寺本 16 16 24 48 30 34 47.1%
展開図 山田 24 24 54 36 36 42 57.1%
天井伏図 荒井 3 3 1.5 12 3 5.5 54.5%
居室標準図 寺本 1 1 0 0 0 0 -
建具キープラン 荒井 3 3- 3 3 3 100.0%
建具一般事項 荒井 1.5 1.5- - - - -
建具リスト 荒井 8 8 24 15 24 21 38.1%
家具キープラン 新田 1 1 1.5 3 3 2.5 40.0%
家具図 新田 16 16 8 24 20 17.3 92.5%
ユニットバス詳細図 新田 0.5 0.5 0.5 0.5- 0.5 100.0%
エレベーター詳細図 荒井 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 100.0%
日影図 荒井 0.5 0.5 3 8 3 4.7 10.6%
厨房参考図 新田 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 100.0%
サイン計画図 荒井 0.5 0.5 1 1 1 1 50.0%
外構図 新田 4 4 8 8- 8 50.0%
外構詳細図 新田 3 3 8 4- 6 50.0%
植栽計画キープラン 荒井 0.5 0.5 0.5 0.5 1.5 0.8 62.5%
植栽計画図 荒井 0.5 0.5 0.5 4 1 1.8 27.8%

部分詳細図 荒井・新田 4 3 7 8 1- 4.5 155.6%

現状敷地図 荒井 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 100.0%
合計 31.5 98.5 17 24 171 225 270 221 238.7 71.6%
人（/8h) 3.9 12.3 2.1 3 21.4 28.1 33.8 27.6 29.8 71.8%
作図効率(人） 21.4 29.8 71.8%
※PM効率(人） 13.9 43.1 51.8 47.45 29.3%



70％削減
ＰＭ作業時間

＜効果の検証＞
□設計業務

モデリング時間

30％増

従来⼿法 BIM規格化後 従来⼿法 BIM規格化後

30％削減
作図時間

従来⼿法 BIM規格化後



＜効果の検証＞
□業務処理効率・残業時間
・案件数2.5倍
・残業時間47％縮減

BIM規格残業時間比較表

設計手法 従来設計手法 BIM規格

年 2019 2020

月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

物件名 計2件 計5件

新田（休日残業のみ） 7 3.5 0 0 3.5 8 13.5 2 8 3

坂本（休日残業のみ） 21.5 8 8 8 0 0 0 0 0 0

柴田 33 20 44 19 34 9.5 0 20 0 0

北野 18 50 35 32 38 30 39.5 39 39 39

絹田 26 32 13 11 15 2 37 40 39 36

高森 13.5 22.5 7.5 2 6 0 4.5 6.5 0 0

荒井 4 14 16.5 7 4.5 5 23 33 32 22

残業時間計 123 150 124 79 101 54.5 117.5 140.5 118 100

1件当たり残業計 61.5 75 62 39.5 50.5 23.5 28.1 23.6 20

152 95.2

1件当たり月平均残業時間 50.7 23.8 縮減率 46.94%



47％削減
対応案件数 残業時間

2.5倍

＜効果の検証＞
□業務処理効率・残業時間

従来⼿法 従来⼿法BIM規格化後 BIM規格化後



つぎはこうなる︕



＜施⼯図BIM規格＞













One-Modelの実現を
めざして︕
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